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福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会

（
以
下
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
）は
平
成
31
年
３
月

６
日
、
臨
時
総
会
を
招
集
し
、
理
事
会
よ

り
提
案
さ
れ
た
協
会
を
解
散
す
る
決
議
を

了
承
。
同
年
３
月
31
日
に
解
散
し
た
。

協
会
の
解
散
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

５
月
29
日
に
招
集
さ
れ
た
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の

会
員
総
会
に
お
い
て
、
平
成
31
年
春
で
解

散
す
る
理
事
会
の
提
案
が
報
告
さ
れ
て
い

た
。
事
前
に
解
散
後
の
会
員
受
け
入
れ
や

関
連
事
業
の
引
継
ぎ
等
の
打
診
を
受
け
て

い
た
本
会
は
、
同
会
員
総
会
に
出
席
し
て

準
備
状
況
を
報
告
。
さ
ら
に
平
成
30
年
６

月
22
日
の
定
時
社
員
総
会
に
お
い
て
定
款

の
変
更
を
決
議
し
、
平
成
31
年
４
月
よ
り

新
た
な
会
員
区
分
と
し
て
、
福
祉
住
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
合
格
者
を

対
象
と
し
た「
Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
」を
創
設
し
た
。

本
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
５
４
５
名
の
Ｆ

Ｊ
Ｃ
会
員
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た

（
令
和
元
年
６
月
1
日
現
在
）。
平
成
か
ら

令
和
へ
と
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
と
合
流
し
た
新
生
ふ
く

せ
ん
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

臨時総会の様子

Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
を
仲
間
に
加
え

新
生
ふ
く
せ
ん
誕
生
へ

2面	 FJC協会臨時総会開催

3・4・5面	 バリアフリー 2019　特別講演	「ふくせんシンポジウム2019」

6・7面	 住宅改修事例　「中途障害者の自立を目指した住宅改修　水廻り編」

8面	 全国ブロック長会議開催

6¦17
2019

創刊０号
 「

ふ
く
せ
ん
レ
ポ
ー
ト
」

 

新
創
刊
に
あ
た
り

一
般
社
団
法
人
全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
協
会

理
事
長　

岩
元
文
雄

み
な
さ
ん
、

4
月
1
日
か
ら

福
祉
住
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
検
定
合
格

者
の
方
々
を
、
ふ
く
せ
ん
の
仲
間
と
し

て
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
な「
ふ
く
せ
ん
」の
誕
生
で
す
。
在

宅
で
の
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
を
総
合
的

に
提
案
で
き
る
専
門
職
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
専
門
職
と
し
て
ふ
く
せ
ん
会

員
が
活
躍
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て「
旧
ふ
く
せ
ん
レ
ポ
ー
ト
」

と「
情
報
誌
Ｆ
Ｊ
Ｃ
」の
両
会
報
誌
を
合

併
し
、
新
た
な
会
報
誌
「
ふ
く
せ
ん
レ

ポ
ー
ト
」
を
創
刊
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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て
は
対
応
し
な
い
。

Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
の
会

費
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
令
和
３
年
３

月
末
ま
で
の
２
年
間

を
年
５
０
０
０
円
と
し
、

令
和
３
年
４
月
よ
り

正
会
員
と
同
様
に
年

１
万
円
と
す
る
。
こ

れ
は
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の

年
会
費
が
５
０
０
０

円
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

会
費
の
急
上
昇
を

緩
和
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
２
年
間
を
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の
業
務
移
管

に
関
す
る
移
行
期
間
と
位
置
づ
け
た
も
の

で
あ
る
。

福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
は 

自
立
支
援
の
車
の
両
輪

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
本
会
に
加
入
す

会
の
地
方
組
織
が
あ

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
地

域
で
研
修
会
を
開
催

し
て
い
る
。
当
然
な

が
ら
Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員
も

本
会
の
会
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
け

る
の
で
、
あ
わ
せ
て

紹
介
し
た
い
。

一
方
で
、
見
学

会
・
体
験
会
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
Ｆ

Ｊ
Ｃ
協
会
に
お
い
て

は
関
東
地
域
を
中
心

に
開
催
し
て
お
り
、
ふ
く
せ
ん
と
し
て
全

国
的
に
展
開
が
可
能
か
と
い
う
観
点
か
ら

継
続
を
断
念
し
た
。
た
だ
、
会
員
か
ら
申

請
が
あ
れ
ば
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

の
枠
を
も
っ
て
対
応
を
検
討
す
る
。
Ｆ
Ｊ

Ｃ
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
実

施
団
体
と
協
議
を
し
た
が
、
今
年
度
の
実

施
は
未
定
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
会
と
し

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は

本
会
で
引
き
続
き
実
施
へ

臨
時
総
会
に
出
席
し
た
本
会
の
山
本
一

志
事
務
局
長
は
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
が
会
員
に

行
っ
て
き
た
業
務
の
移
管
、
会
費
な
ど
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

業
務
移
管
に
関
し
て
は
本
会
で
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
真
摯
に
検
討
し

て
き
た
。
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
が
行
っ
て
き
た
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
情
報

誌『
Ｆ
Ｊ
Ｃ
』な
ど
に
つ
い
て
は
、
形
を
変

え
な
が
ら
も
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
研

修
に
関
し
て
は
、
全
国
37
都
道
府
県
に
本

Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
臨
時
総
会
で
ふ
く
せ
ん
の
事
業
を
説
明

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と

Ｆ
Ｊ
Ｃ
が
結
び
つ
く
メ
リ
ッ
ト
を
強
調

る
メ
リ
ッ
ト
を
問
わ
れ
た
山
本
事
務
局
長

は
、
在
宅
に
お
け
る
自
立
支
援
に
お
い
て

車
の
両
輪
と
も
い
え
る
「
福
祉
用
具
」
と

「
住
宅
改
修
」の
専
門
職
が
一
つ
の
団
体
に

所
属
し
、
活
動
す
る
意
義
を
強
調
。
今
後

の
希
望
的
な
観
測
と
し
た
上
で
、「
ふ
く

せ
ん
の
研
修
は
福
祉
用
具
が
中
心
で
、
Ｆ

Ｊ
Ｃ
協
会
の
研
修
は
住
宅
改
修
が
中
心
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
会
員

が
合
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
方
の
会

員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
研
修
体

制
が
整
備
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

山本 一志 氏
（やまもと かずし）

本会事務局長

▲ ＦＪＣ会員となることで、受けられるサービスや会費などの説明を行った。

FJC協会からの業務移管

スキルアップセミナー 　 委託団体との委託条件を変更して継続
タウンミーティング 　 委託団体との委託条件を変更して継続
情報誌『FJC』 　 ふくせんレポートと合併し、新たな誌面で継続
福祉住環境サミット 　 後援名義は継続。かかわり方は今後検討

見学会・体験会
FJC受験対策セミナー
FJC会員検定試験合格者と協会会員の集い

継続業務

未継続業務
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い
て
、
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
し

た
。ご

臨
席
く
だ
さ
っ
た
厚
生
労
働
省
老
健

局
高
齢
者
支
援
課
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

指
導
官
の
長
倉
寿
子
氏
か
ら
は
、「
高
齢

者
や
障
害
者
が
、
多
く
の
支
援
が
あ
る
中

か
ら
何
を
選
べ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

開
会
に
あ
た
り
、
本
会
の
岩
元
文
雄
理

事
長
は
、
開
場
待
ち
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
、

高
い
関
心
を
も
っ
て
集
ま
っ
た
参
加
者
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
う
え
で
、「
平
成
30

年
度
老
健
事
業
『
福
祉
用
具
の
提
供
に
係

る
必
要
な
専
門
性
等
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
』
の
中
で
見
え
て
き
た
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
専
門
性
に
対
す
る
期
待
に
つ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
９　

４
／
18
・
19
・
20　

in

大
阪

特
別
講
演　

ふ
く
せ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
９

 「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
へ
の
提
言
」

平
成
30
年
制
度
改
正
と
更
新
研
修（
ふ
く
せ
ん
認
定
）を
通
し
て

に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
そ
の
足
場
を
固
め

よ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の
活
動
を
と
も
に

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

第
１
部 

基
調
講
演

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の 

新
時
代

介
護
保
険
制
度
の
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
有
資
格
者
自
身
が
見
定

め
追
求
し
て
き
た〝
専
門
性
”

第
１
部
基
調
講
演
で
は
、
本
会
創
設
時

よ
り
理
事
を
務
め
る
白
澤
政
和
氏
が
、
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
他
の
介
護
の
専
門
職
は
、
介
護
保

険
制
度
創
設
時
に
は
、
既
に
専
門
性
を
有

し
て
い
た
。
し
か
し
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
は
、
介
護
保
険
制
度
の
中
で
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
生
ま
れ
た
資
格

で
あ
り
、
日
々
の
業
務
の
中
で
そ
の
果
た

去
る
平
成
31
年
４
月
18
日（
木
）、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
9（
於
：
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）の

１
日
目
に
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
２
０
１
９
年
の
テ
ー
マ
は

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
へ
の
提
言
」。
い
よ
い
よ
全
国
各
地
で
の
開
催
が
本
格
化
す
る「
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修（
ふ
く
せ
ん
認
定
）」と
、
平
成
30
年
制
度
改
正
を
改
め
て
振

り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
在
り
方
、
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
な
ど

を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

岩元 文雄 氏
（いわもと ふみお）

本会理事長

平成31年４月１8日（木）〜 20日（土）に開催された「バリア
フリー 2019 ／慢性期医療展2019 ／看護医療展2019
／在宅医療展2019」。３日間の来場者数は、４展合計で
88,512人でした（4/23バリアフリー展事務局速報）。

本会のブースでは、パンフ
レット・資料の掲示、配布
のほか、賛助会員各社の協
力のもと、スタンプラリーを
開催しました。多くの方に訪
れていただき、ありがとうござ
いました。

長倉 寿子 氏
（ながくら ひさこ）

厚生労働省老健局高齢者支援
課福祉用具・住宅改修指導官
介護ロボット開発・普及推進室

室長補佐
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者
と
し
て
登
壇
し
た
野
沢
昇
悟
氏
（
株
式

会
社
美
濃
庄
）は
、「
確
か
に
事
務
負
担
は

あ
る
も
の
の
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
」
と
話
す
。

選
定
提
案
の
書
面
が
あ
る
こ
と
で
、
提
案

し
た
際
に
同
席
で
き
な
か
っ
た
ご
家
族
な

ど
に
も
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
い
。
担
当

者
が
変
わ
っ
て
も
、
前
任
者
が
そ
の
機
種

を
す
す
め
た
理
由
な
ど
の
情
報
を
関
係
者

間
で
明
確
に
共
有
で
き
る
。
Ｓ
Ｖ
（
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
の
認
定
も
受
け
て
い
る

野
沢
氏
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
や
り

取
り
の
際
の
工
夫
も
披
露
。「
特
に
説
明

す
る
時
間
を
設
け
る
、
読
ん
で
ほ
し
い
部

分
に
印
を
つ
け
る
な
ど
。
書
面
を
１
つ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
専
門
職
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
つ
な
が
り
ま
す
」

（
野
沢
氏
）。

「
複
数
提
案
は
以
前
か
ら
や
っ
て
い
た

と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
喜
ば
し

委
員
長
で
あ
り
、
本
会
理
事
の
渡
邉
愼
一

氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
。
平
成
30
年
度
か

ら
、
福
祉
用
具
の
提
案
時
に
は
、
機
能
や

価
格
帯
の
異
な
る
複
数
の
商
品
を
提
示
す

る
こ
と
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
交
付
す
る
こ
と

が
、
義
務
付
け
ら
れ
た
。
適
切
・
適
正
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
チ
ー
ム
ケ
ア
の
観

点
か
ら
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

現
場
の〝
作
業
負
担
〟増
に
対
す
る
懸
念
や
、

よ
り
有
効
な
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
ご
利

用
者
や
ご
家
族
、
多
職
種
に
対
し
て
〝
わ

か
り
や
す
く
〟
伝
え
る
技
術
も
、
よ
り
重

要
度
を
増
す
。（
報
告
書
は
ふ
く
せ
ん
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
）

「
書
面
に
す
る
」
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

更
新
研
修
（
ふ
く
せ
ん
認
定
）
の
修
了

新
時
代
へ
の
期
待
を
感
じ
て
い
る
。」

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
新
時
代 

そ
こ
に
あ
る
課
題
と
は

白
澤
氏
が
新
時
代
の
期
待
と
し
、
課
題

と
す
る
の
は
、
次
の
３
点
。

①
日
本
の
み
な
ら
ず
、
各
先
進
諸
国
に
お

い
て
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
介

護
人
材
の
不
足
。
そ
れ
を
補
う
方
法
と

し
て
適
切
な
福
祉
用
具
の
利
用
が
あ
げ

ら
れ
、
そ
の
キ
ー
マ
ン
と
な
る
の
が
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
で
あ
る
。

②
日
本
独
自
の
資
格
で
あ
る
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
専
門
性
が
高
ま
り
、
広

ま
っ
て
い
け
ば
、
全
世
界
の
介
護
シ
ー

ン
で
活
躍
す
る
新
た
な
る
専
門
職
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

③
開
発
・
普
及
の
途
上
に
あ
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て
、
活
用
を
考

え
た
時
、
も
っ
と
も
近
く
に
い
る
の
が

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
で
あ
る
。

第
２
部 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
へ
の 

提
言

改
正
内
容
を
ク
リ
ア
す
る
だ
け
で
な
く

〝
質
の
向
上
〟に
つ
な
げ
ら
れ
る
実
力
を

第
２
部
で
は
、
ま
ず
、
本
会
が
平
成
30

年
度
老
人
保
健
事
業
推
進
等
補
助
金
の
助

成
を
受
け
て
行
っ
た
「
福
祉
用
具
の
提
供

に
係
る
必
要
な
専
門
性
等
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
事
業
報
告
書
」
が
検
討
委
員
会
副

す
べ
き
役
割
を
自
ら
見
定
め
て
き
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
性
の

確
立
と
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質

を
向
上
に
欠
か
せ
な
い
人
材
育
成
を
目
指

し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
職
能
団
体
で
あ
る

本
会
「
ふ
く
せ
ん
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
主
な
活
動
成
果
と
し
て
は
、
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
体
系
化
・
制
度
化
。

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
と
同
様
に
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
様
式
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
専
門
性
向
上
の
た
め
、
国
指
定
講

習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
を
手
伝
っ
た
。

現
在
注
力
し
て
い
る
「
福
祉
用
具
専
門

相
談
員
更
新
研
修
（
ふ
く
せ
ん
認
定
）」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
、

将
来
的
に
、
よ
り
高
い
専
門
性
を
も
つ
専

門
職
と
し
て
の
制
度
化
を
も
見
据
え
て
い

る
。白

澤
氏
は
言
う
。「〝
更
新
研
修
（
ふ
く

せ
ん
認
定
）〟
が
、
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
の
一
助
と
な
り
、

業
界
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。
他
の
専
門
職
と
は
異
な
る
、

▲前列左から、岩元理事長、野沢昇悟氏、コーディネーター
を務めた渡邉愼一氏

白澤 政和 氏
（しらさわ まさかず）

国際医療福祉大学大学院教授
本会理事

野沢 昇悟 氏
（のざわ しょうご）
株式会社美濃庄

渡邉 愼一 氏
（わたなべ しんいち）

一般社団法人
神奈川県作業療法士会 顧問

本会理事 
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
９
の
２
日
目
、

４
月
19
日（
金
）、「
手
す
り
」に
焦
点

を
し
ぼ
っ
た
、
住
環
境
整
備
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
本

会
理
事
の
金
沢
善
智
氏
。
本
会
賛
助
会

員
で
あ
る
メ
ー
カ
ー
５
社
の
協
力
の
も

と
、
各
種
手
す
り
の
実
機
を
展
示
、
プ

レ
ゼ
ン
も
折
り
込
ん
で
の
実
践
的
な
内

容
と
な
っ
た
。

福
祉
住
環
境
整
備
は
、

手
す
り
に
始
ま
っ
て
手
す
り
に
終
わ
る
！

金
沢
氏
は
、「
手
す
り
に
よ
っ
て
、

ご
利
用
者
の
安
全
だ
け
で
な
く
、
生
活

の
幅
が
広
が
る
」
と
語
っ
た
。
中
で
も

福
祉
用
具
貸
与
で
導
入
で
き
る
、
工
事

を
伴
わ
な
い
タ
イ
プ
の
手
す
り
は
、
価

格
面
、
導
入
の
し
や
す
さ
か
ら
も
、
ま

ず
検
討
さ
れ
る
も
の
の
１
つ
で
あ
る
。

従
来
、
住
宅
改
修
に
よ
る
手
す
り
と

比
べ
る
と
、
固
定
性
や
安
定
性
に
課
題

が
残
る
と
さ
れ
て
き
た
が
…
…
今
回
、

実
機
の
展
示
と
プ
レ
ゼ
ン
に
協
力
し
て

く
れ
た
５
社
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
み
る

と
、「
安
定
、
強
度
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

利
用
者
や
設
置
場
所
の
状
況
に
よ
っ
て

〝
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
〟で
き
る
と
い
っ
て
よ

い
程
の
自
由
度
を
備
え

て
い
る
」
と
金
沢
氏
も
感

嘆
。
導
入
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
や
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
た
。

い
こ
と
」
と
語
っ
た
の
は
、
岩
元
理
事
長
。

た
だ
し
、
提
案
を
し
て
も
、
記
録
に
残
し

て
い
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
提
案
内
容

や
検
討
、
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
残
す
と
い

う
こ
と
に
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
、

そ
の
専
門
性
を
発
揮
す
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
ご
利
用
者
の
理
解
を
助
け
、
自
己

決
定
を
後
押
し
す
る
と
い
う
重
要
な
意
味

も
あ
る
。「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
方
々
か

ら
、
福
祉
用
具
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
、
よ
り
一
層

そ
の
ス
キ
ル
に
磨
き
を
か
け
て
ほ
し
い
」

（
岩
元
理
事
長
）。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉
氏
は
、
事

務
量
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
べ
き
、
と

し
た
。

よ
り
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供

す
る
た
め
に

助
言
者
と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
い
た

厚
生
労
働
省
の
畑
課
長
補
佐
は
、「
自
由

価
格
の
よ
い
面
を
活
か
し
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な
提
供
を
心
が

け
て
ほ
し
い
。」と
期
待
を
語
っ
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
９　

ふ
く
せ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

住
環
境
整
備
と 

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
書
き
方
！

出
展
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
機
器
プ
レ
ゼ
ン
と
複
数
提
案
提
示
の 

ポ
イ
ン
ト
か
ら
選
定
提
案
ま
で
の
落
と
し
込
み
を
丁
寧
解
説
！

▲株式会社モルテン「ルーツ」
生活動作などに合わせて選べ
る置き型手すりをシリーズ展開

▲パナソニックエイジフリー株式会社
「クリンディ」
コンパクトなベースで置きたい
場所に置ける手すり

▲タマツ「まえてあ」
付け外し可能な前手すりは天
然木製。トイレの姿勢保持手
すり

▲株式会社シコク「SA手すり」
固定手すりの機能も併せもつ新
しいトイレ用手すり

▲アロン化成株式会社
「アットグリップ」
80cm 〜 105cmまで無段階で
伸縮可能な置き型手すり

会場には各社実機展示が行われた

畑 憲一郎 氏
（はた けんいちろう）
厚生労働省老健局

高齢者支援課課長補佐

金沢 善智 氏
（かなざわ よしのり） 

株式会社バリオン代表取締役
本会理事
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い
て
は
浴
室
出
入
り
、
洗
体
に
一
部
介
助

が
要
る
も
の
の
浴
槽
出
入
り
は
見
守
り
の

み
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
宅
内
で

自
立
で
き
る
動
作
が
多
く
な
っ
た
の
で
、

家
事
の
手
伝
い
や
リ
ハ
ビ
リ
に
さ
ら
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

外
出
も
で
き
る
だ
け
自
立
で
き
る
よ
う

に
環
境
整
備
を
行
っ
た
の
で
、
次
回
に
レ

ポ
ー
ト
す
る
。

入
浴
は
ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
行
っ
て
い

る
が
、
浴
槽
が
深
く
て
入
る
の
が
怖
い
と

訴
え
が
あ
っ
た
（
写
真
G
、
H
）。
シ
ャ

ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
と
同
じ
高
さ
に
設
置
し
た

浅
い
浴
槽
へ
の
交
換
と（
写
真
I
）、
床
の

嵩
上
げ
に
よ
る
洗
面
脱
衣
室
と
の
入
口
段

差
解
消
を
行
っ
た（
写
真
J
、
K
）。
仕
上

げ
は
素
足
で
も
冷
た
く
な
い
タ
イ
ル
を
選

ん
だ
。
手
元
で
O
N
⁄
O
F
F
で
き
る

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
付
シ
ャ
ワ
ー
水
栓
に
交

換
し
、
床
嵩
上
げ
に
伴
い
シ
ャ
ワ
ー
水
栓

の
位
置
を
変
更
し
た
。
改
修
後
の
浴
室
で

動
作
確
認
を
行
い
、
手
す
り
を
２
本
取
り

付
け
た（
写
真
L
）。

●
屋
内
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

S
さ
ん
の
行
動
範
囲
は
段
差
０
㎜
に
な

る
よ
う
に
、
居
室
、
洗
面
脱
衣
室
、
食
堂

等
入
口
の
靴
摺
り
を
撤
去
し
、
扉
の
交
換

や
補
修
を
行
っ
た
。
廊
下
幅
が
狭
い
の
で
、

居
室
入
口
は
内
側
に
ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
き

戸
を
設
置
し
た
が
、
洗
面
脱
衣
室
と
ト
イ

レ
は
開
き
戸
の
ま
ま
開
口
部
を
拡
げ
た
。

●
意
欲
を
引
き
出
す
改
修
の
効
果

S
さ
ん
は
排
泄
が
自
立
し
、
入
浴
に
つ

S
さ
ん
は
中
途
で
障
害
を
負
っ
た
こ
と

か
ら
引
き
こ
も
り
が
ち
で
い
た
が
、
家
族

や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
助
言
に
よ
り
、
リ

ハ
ビ
リ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。こ
の
機
会
に
自
立
で
き
る
こ
と
を

増
や
し
た
い
と
い
う
要
望
に
沿
っ
て
、機
能

回
復
の
進
展
を
見
な
が
ら
改
修
を
行
っ
た
。

●
ト
イ
レ
と
入
浴
の
自
立
に
向
け
て

S
さ
ん
は
、
車
い
す
で
入
れ
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
洋
式
便
器
で
手
す
り
が
あ
れ

ば
、
車
い
す
と
便
器
と
の
移
乗
動
作
を
含

め
自
立
で
き
る
が
、
改
修
前
は
男
女
両
用

便
器
（
写
真
A
）
を
使
え
ず
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
を
洗
浄
機
能

付
洋
式
便
器
に
変
更
し（
写
真
B
）、
幸
い
ト

イ
レ
内
ス
ペ
ー
ス
は
車
い
す
使
用
に
十
分

だ
っ
た
の
で
、
入
口
の
靴
摺
り
を
撤
去
し

て
開
口
幅
を
拡
げ
、
段
差
を
解
消
し
た
（
写

真
C
、
D
、
E
、
F
）。
事
前
に
通
所
リ
ハ

の
ト
イ
レ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

移
乗
動
作
や
手
す
り
の
位
置
を
確
認
し
た
。

手
す
り
は
腕
を
通
し
て
使
う
の
で
、
出
幅

１
２
０
㎜
の
も
の
を
2
本
取
り
付
け
た
。

住
宅
改
修
事
例

中
途
障
害
者
の

自
立
を
目
指
し
た
住
宅
改
修

水
廻
り
編DATA

スタジオ・ヴォイス代表
市瀬敬子さん

1995年から高齢者・障害者
の住宅設計・リフォームに携
わる。2002年、二級建築士
事務所スタジオ・ヴォイス設
立。2006年、NPO法人世
田谷福祉住環境コーディネー
ター研究会（せたふく）設立。

『 福祉住環境コーディネー
ター検 定 試 験2級・１級 公
式テキスト』（東京商工会議
所編）、『住環境のバリアフ
リー・ユニバーサルデザイン』

（彰国社）に事例提供。

建物概要

専用住宅　木造2階建て1階部分改修　築40年
対象者

40代女性。病気の後遺症で両側下肢不全麻痺、下肢・
体幹筋力低下による歩行障害。父母と同居。
　
ADL

屋内では車いす自走、一部介助。屋外は車いす介助、
通院・通所は父親が車で送迎をしている。歩行はつか
まるところがあれば、数歩は可能。更衣・整容、食事、
服薬管理等は自立。視力、聴力も問題なし。自分の意
思の発現、他者とのコミュニケーションは問題なし。
介護サービス等：訪問介護（入浴介助等） ２回／週
訪問リハ・通所リハ 各１回／週

設計・施工のポイント
≫Sさんはリハビリを積極的に行って
いて筋力も徐々についてきたので、
排泄、入浴、屋内移動、外出等で
きるだけ自立できるように計画。合
わせて古くなった設備、床・壁下
地、断熱材を更新した。

≫機能回復の訓練中なので、進展を
見ながらプランを合わせていくこと
とした。

≫２週間の工期中、連続して工事に
入るためにSさんにショートステイ
をお願いした。

改修後図面
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改
修
前

改
修
前

改
修
後

改
修
後

A

B

G

I

C

D

H

L

E

F

J

K

トイレの改修

浴室の改修

【浴槽】
W1000mm Ｄ700mm

跨ぎ290ｍｍ 深さ600mm

【トイレ入口】開口幅730mm

【トイレ入口】開口幅600mm

【浴槽】
W1100mm Ｄ720mm

跨ぎ450ｍｍ 深さ550mm
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度
末
３
４
５
０
名
と
し
、
職
能
団
体
と
し

て
の
影
響
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
に
も
注
力
し
て
い
く
。

去
る
平
成
31
年
４
月
18
日（
木
）、
全

国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
を
開
催
し
た
。
全

国
37
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
や
副

ブ
ロ
ッ
ク
長
を
含
む
33
名
が
出
席
し
た
。

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
更
新
研
修

（
ふ
く
せ
ん
認
定
）、
会
員
を
中
心
と
し

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
Ｓ
Ｖ
研
修
な

ど
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画（
案
）が
報

告
さ
れ
た
。

令
和
元
年
は
、
Ｆ
Ｊ
Ｃ
協
会
の
業
務

移
管
に
と
も
な
う
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス

拡
充
検
討
委
員
会
の
年
４
回
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
員
増
強
・

プ
ラ
ス
ワ
ン
活
動
の
目
標
人
数
を
、
年

株式会社モルテン

株式会社ケープ

ラックヘルスケア株式会社

シーホネンス株式会社

株式会社松永製作所

公益財団法人テクノエイド協会

株式会社カワムラサイクル

株式会社幸和製作所

アロン化成株式会社

パナソニックエイジフリー株式会社

株式会社社会保険研究所

株式会社ミキ

パラマウントベッド株式会社

日進医療器株式会社

株式会社ランダルコーポレーション

株式会社タイカ

株式会社島製作所

KDDI株式会社

株式会社豊通オールライフ

株式会社ウェルファン

株式会社イーストアイ

株式会社星光医療器製作所

徳武産業株式会社

矢崎化工株式会社

株式会社ウィズ

パラマウントケアサービス株式会社

中央法規出版株式会社

株式会社シコク

株式会社スマート

株式会社タマツ

RT.ワークス株式会社

小宮山印刷株式会社

株式会社プラッツ

シンエイテクノ株式会社

株式会社ファクトリージャパン

積水ホームテクノ株式会社

ビズネット株式会社

株式会社ニシケン
※発行日現在。入会順に掲載しています。
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賛助会員の皆様、
いつもありがとうございます

平
成
31
年
度
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
開
催

会場の様子

新創刊「ふくせんレポート」　編集委員長より
ふくせんとFJC協会が合併し、ご愛読いただいていた両協会の会報
誌が、新たな「ふくせんレポート」として生まれ変わりました。全ての読
者に有意義な情報をお届けできるように、編集委員会も汗を流します。
ご期待ください。

編集委員長	金沢善智


